
報告事項シ

「鳥取県の子どもたちの未来のための教育に関する協約」の

改訂について

「鳥取県の子どもたちの未来のための教育に関する協約」の改訂について、

教育長の臨時代理により決定しましたので、教育長の事務の委任等に関する規

則第３条第２項の規定により別紙のとおり報告します。

平成２４年９月３日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



鳥取県の子どもたちの未来のための教育に関する協約

鳥取県知事と鳥取県教育委員会は、お互い協力して、子どもたちが豊かな
未来を切り拓いていくことができるよう、保護者や県民の皆さんと一緒にな
って、子どもたちの未来のための教育振興施策に取り組んでいきます。

１ 子どもたちの未来のための教育振興施策
鳥取県教育委員会は、平成２４年度において次に掲げる子どもたちの未来のた

めの教育振興施策（各施策別の具体的取組は別記）に重点的に取り組み、着実な
成果を目指します。

（１）少人数学級の全面実施を機に、幼稚園・保育所から高等学校まできめ細かな
教育や教育現場の活性化に取り組み、子どもたちの「学びの質」を高めます

（２）近年の子どもたちの不登校の状況を踏まえ、未然防止・早期対応・登校支援
の各段階に応じた不登校対策に取り組みます

（３）特別な支援を必要とする子どもたちへの教育を充実させます

（４）子どもたちの文化・芸術活動やスポーツの振興を図り、創造力や体力を養う
など、心身の健やかな育ちを支援します

（５）学校が子どもたちにとってより安心して通学できる場となるよう、総合的な
いじめ対策に取り組みます

２ 施策の着実な推進
私たちは、随時協議を行いながら施策の進行状況や効果を把握し、施策の着実

な推進に努めます。

３ 課題への迅速な対応
私たちは、協議の過程で新たな課題が生じた場合は、迅速に対応していきます。

４ 県民や現場の声の反映
私たちは、教育に対する県民の願いや想い、現場の声を大切にして施策に反映さ
せます。

５ 施策の展開
私たちは、実施した事業の検証を行いながら、次年度以降のよりよい施策につな
げていきます。

平成２４年８月３１日

鳥取県知事 平 井 伸 治

鳥取県教育委員会委員長 笠 見 幸 子
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［別記］
平成２４年度子どもたちの未来のための教育振興施策

１ 少人数学級の全面実施を機に、幼稚園・保育所から高等学校まできめ細か

な教育や教育現場の活性化に取り組み、子どもたちの「学びの質」を高めま
す

＜主な取組＞

○少人数学級を活かした授業改革に取り組む中学校区や教育研究団体を支援します。

○２年目を迎えるスクラム教育をさらに充実・発展させ、一貫性のある教育の成果を広

げます。

○高等学校学力向上推進委員会の提言を受け、授業改革に関する取組を行うモデル校

を指定し、学力の向上を図ります。

○地域住民等のボランティアによる子どもたちへの学習支援や生活支援等を、市町村と

ともに進めます。

○幼児教育振興プログラムを改訂し、新たな幼児教育の取組や方向性を示します。

○新たに公立大学となる鳥取環境大学と連携し、子どもたちの外国語に対する関心を高

めます。

＜取組の指標等＞

・授業改革に取り組む中学校区数：２１校区 、教育研究団体数：１７団体

・高等学校における学力向上推進モデル校数 １０校

・学校支援ボランティアの実施市町村数 １５市町村

２ 近年の子どもたちの不登校の状況を踏まえ、未然防止・早期対応・登校支
援の各段階に応じた不登校対策に取り組みます

＜主な取組＞

○未然防止に重点を置きながら、関係機関が連携して未然防止・早期対応・登校支援

の各段階に応じたきめ細かな対策を講じます。

○子どもたちの人間関係づくり、ソーシャルスキルの育成に取り組む学校を支援します。

○各教育局に社会福祉、精神保健、医療の専門家をスーパーバイザーとして登録し、

学校だけでは解決が困難な事例に対して支援・助言を行います。

○定時制・通信制課程の高等学校において教育相談体制を強化するなど、不登校対策

の充実を図ります。

＜取組の指標等＞

・児童生徒の不登校出現率 全国平均を下回る
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３ 特別な支援を必要とする子どもたちへの教育を充実させます

＜主な取組＞

○障がいのある子どもたちの成長に合わせ、学校間や関係機関との連携により、一貫し

た支援を行います。

○平成２４年１０月に県立琴の浦高等特別支援学校を設置し、平成２５年４月の開校に向け

て準備を進めるとともに、県西部地区における病弱の特別支援学校高等部の設置に

向けた検討を進めます。

○障がいのある子どもたちの就学相談・就学先決定に関する体制づくりや通級指導教室

拡充に向けた整備等について、ワーキンググループによる検討を行います。

○障がいのある生徒の職業教育の充実を図るとともに、企業等の協力を得ながら

就労機会の拡大を図り、就職率の向上に努めます。

＜取組の指標等＞

・中学校から高等学校への個別の教育支援計画(＊)の引継率 ５０％
＊特別な支援を必要とする子どもに一貫した支援を行うために作成するもの

・特別支援学校高等部の就職希望者の就職率 ８０％以上

４ 子どもたちの文化・芸術活動やスポーツの振興を図り、創造力や体力を養う
など、心身の健やかな育ちを支援します

＜主な取組＞

○創造的な取組を行っている専門家を招き、学校における文化・芸術活動を支援しま

す。

○高等学校等の文化部活動の充実を図り、平成２７年度の近畿高等学校総合文化祭鳥

取大会開催に向けた支援を行います。

○安全・安心な学校給食の提供と郷土を大切にする心を育むために、学校給食用食材

の県産品利用に努めます。

○全国体力・運動能力調査などの結果を踏まえ、子どもたちの体力の向上を進めま

す。

○体育専科教員をモデル的に配置し､主体的に運動に取り組む子どもを育成します。

○ジュニア期の一貫した指導体制をつくり、共通プログラムに基づいて合同練習や指導

者研修会を開催します。

＜取組の指標等＞

・近畿高等学校総合文化祭への参加部門率 ９０％

・学校給食用食材の県産品利用率 ６０％以上で向上を図る

・児童生徒の体力調査結果 親世代（S53～57）の平均値に近づける
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５ 学校が子どもたちにとってより安心して通学できる場となるよう、総合的ない
じめ対策に取り組みます

＜主な取組＞

○「鳥取県いじめ対策指針」の点検を行い、より実効性の高い内容へと改訂します。

○教育・心理アンケート（QU等）等を実施し、学校現場のいじめの早期発見・早期対
応を図ります。
○「子どもの悩みサポートチーム」を設置し、学校だけでは解決困難ないじめ事案に

対応します。

○いじめに悩んでいる子どもや、いじめを発見した子どもが相談しやすいように、メール

等を活用した「いじめ相談窓口」を充実させます。

○自殺等の重大な事案が発生した場合、「鳥取県いじめ問題調査委員会」を設置し、

学校・教育委員会以外の第三者的な視点から実態の検証・解決を図ります。

＜取組の指標等＞
・「鳥取県いじめ対策指針」の１０月末までの改訂
・「子どもの悩みサポートチーム」の９月末までの設置
・「いじめメール相談専用窓口」の９月中旬までの開設
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